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(一)燦 爛翻雛  風に続 る
はよれ

優勝の共の旗 何を語 る

正 しき戦 ひ 溝 き勝利

得 ざれば なびか じ

奮 へ 奮 へ 奮へ 奮へ

= 
棧

永久にわれは

奮 へ 奮へ 奮へ。

(二)奮 聞激戦  |ド を握 る

吾等 の腕 に も 力盗 る

最後 の 1参 利 は や がて薄 が

最後 の努 力 と 共 に来 らん

奮 へ 1奮 へ 奮 へ 奮 ′ヽ 子:へ う1‐iへ  :奮 ´ ヽ

(三)軟 難難絡  今やま さに

月権 の簿 を 君ぞ得 たる

機人 ともども 難のかざ り

嬉 しき勝利 を 高 くうたはん

高歳 高歳 萬歳 萬競 高機 禽歳 高歳:

(注意う 第二章 は勝利を得たる時に歌ふ。
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